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超⾼齢化社会という未曾有の難問を抱える我が国において、多くの疾患の最⼤のリ
スクファクターである⽼化メカニズムの解明と、これに基づいた健康寿命延伸法の
確⽴が急務となっています。私たちはこれまでの研究を通して、細胞内分解システ
ムとして知られるオートファジーや、分解とシグナル伝達の司令塔の働きを併せ持
つリソソームの機能が⽼化や寿命制御において中⼼的な役割を果たすことを⾒出し、
この分⼦機構の⼀端を明らかにしてきました。本講演ではこれまで得られた研究成
果とともに、現在新たに分かってきたオートファジー・リソソーム機能の制御メカ
ニズムと⽼化との関連について紹介したいと思います。

Nakamura et al., Nat Commun, 2016, Nakamura et al., Nat Commun, 2019,

准教授 中村 修平

（参考⽂献）

Oe et al., PLoS Genet, 2022
Nakamura et al., Nat Cell Biol, 2020, Imoto-Yamamoto, et al., Cell Rep, 2022,


